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Q副局長就任にあたっての抱負
　今回で三度目の九州赴任となります。最初は平成9年に下関調査
設計事務所の技術開発課長として、次いで平成23年には博多港湾・
空港整備事務所長として当地で勤務いたしました。これまで多くの皆
さまと関わりながら地域の発展に努めてきた経験を、引き続き本地
域に活かしていきたいと考えています。
　九州は、その地域特性からフェリーやRORO船への期待が高く、コ
ンテナ貨物も堅調に推移するなど、物流の要所として非常に重要な
役割を担っています。加えて、多くの民間企業が生産拠点を構え、地
域経済を支えています。一方で、地震や台風などの自然災害のリスク
も大きく、また半島や離島といった地理的条件もあり、暮らしや産業
を守る社会資本整備への要請は年々高まっています。今後も九州地
方整備局が、こうした地域の幅広い期待と課題にしっかり応え続けら
れるよう、組織運営や人材育成に一層力を入れて取り組んでまいり
たいと考えております。

Q過去の赴任先で思い出深い仕事や出来事
　赴任先での思い出は数々ありますが、下関調査設計事務所の技
術開発課長として奔走していたことを思い出します。北九州港の若
戸トンネルの耐震設計をはじめ、九州管内にある海上橋梁の耐震補
強設計、さらには熊本港や三池港を含む各港湾で航路埋没対策に
従事しました。これらは、地域の安全・安心の確保や港湾機能の強化
に大きく貢献する仕事でした。
　その後、博多港湾・空港整備事務所長として赴任したときは、博多
港ターミナルの整備事業に携わりました。そこでは、浚渫土砂の処分
場所として深掘り箇所の埋め戻しを実施するなど、海域環境へ配慮

した港湾整備を行いました。三池港航路の整備では、世界
遺産対応も含めた調整を経験しました。さらに、福岡空港国
内線ターミナルやエプロンの拡張事業にも関わり、これは2
本目の滑走路整備の端緒となる重要なプロジェクトだった
ことを記憶しています。加えて、九州北部豪雨災害（平成24
年）の際に、有明海での流木撤去工事にも従事し、災害対応
に駆け回ったのも、今では懐かしい思い出です。

Q自然災害に対して強靱化に係る取組、  
　安全・安心の確保に向けて
　九州地方の地理的特性から、南海地震等への地震対応、
頻発する台風や豪雨被害に対応するため、さまざまな取り
組みを実施しています。例えば、トカラ列島地震など地震発
生時には速やかに支援活動の対応を行っており、線状降水
帯などによる豪雨災害についても、有明海をはじめとする
地域で発生する漂流ゴミの対策を強化しています。
　能登半島地震の教訓も踏まえ、南海トラフ地震などの大
規模地震に備え防災ネットワークや広域港湾事業継続計画
（BCP）の策定などを通じて、港湾機能の維持や早期復旧に
向けた備えを強化しています。このようにさまざまな対策に
より、地域の安全・安心を守り、災害に強い社会づくりを目
指しています。

　また、気候変動
による潮位や波高
の変化を想定し、
既存の防波堤等
の港湾施設につ
いて技術的な検
討も始めていま
す。港湾は公共施
設だけでなく民間
施設も存在します。港湾全体としては十分な対応にはなりま
せん。そのため港湾法の改正を受け、地域や関係者と連携
して取り組む「協働防護」にも尽力しています。

Q地域経済の活性化、港湾・空港の  
　ネットワーク機能強化等について
　地域経済の活性化に向けて、臨海部等への企業進出な
ど産業界の動きに応じ、フェリー・RORO船など内陸輸送業
者の円滑な物流を支える港湾整備を進めています。港湾整
備のみならず整備効果を発揮するには、港湾と道路との連
携も重要です。大分港では、直轄による岸壁整備に合わせ
て、大分県ではRORO船のシャーシ置き場を集約しゲート管
理を高度化し受付時におきて駐車位置の指示を自動化し

ました。内陸の道路における早期の整備も期待されます。九
州という地域特性からRORO船対応の港湾整備のニーズは
高く、大分港だけでなく、細島港、北九州港等でも進めてい
ます。トラックドライバー不足、働き方改革、環境対策を進め
るために、海上輸送、港湾における利便性向上、道路との連
携が重要です。サプライチェーンの効率化、強靱化を通じて
地域経済の活性化に貢献していきたいと思います。
また、福岡空港および北九州空港に関しても空港機能の強
化を通じ、地域経済の活性化に寄与していきます。

Qクルーズ船観光の変化と地域活性化
　クルーズによる地域の活性化にも力を入れておりま
す。長崎港松ヶ枝埠頭の整備事業は、16万トン級の大型

クルーズ船が2隻同時接岸できるよう岸壁を2バース化、
令和5年にクルーズ岸壁が完成した下関港では、MSCベ
リッシマの初寄港を歓迎する式典も開催しました。地域
が持つノウハウを相互に共有することで、各地のクルー
ズ対応力を高めています。　
　コロナ禍以降、クルーズ船の寄港動向にも変化があり、
カジュアルクラスに加え一部ラグジュアリークラスの寄
港も増加し、離島などこれまで寄港実績のなかった港へ
の訪問も進んでいます。クルーズ観光において個人志向・
高付加価値志向が進むなどマーケットも大きく変わって

きています。小さな港にもテンダーボート（小型船）を
使ってクルーズ客が上陸するケースもあり、今まで来な
かった場所にも新しい動きが見られます。こうした現状
を踏まえ、今後もクルーズ船の来訪をきっかけにした地
域活性化へ注力していきたいと考えています。

Qみなとまちづくりを通じた地域の賑わいづくり
　クルーズ振興のみならず、地域の方々とはみなとまち
づくりなど、地域の賑わいづくりにも一緒に取り組んで
います。港湾法改正による「みなと緑地PPP」の推進によ
り、下関港や北九州港をはじめとする港湾エリアの活用
が進んでいます。今年4月にみなとオアシスの交付式を
行った「みなとオアシスいぶすき」は、指宿港海岸などで、
港を核とした地域交流や観光振興を促進し市民や観光客
で賑わいを見せています。

Q離島における港湾整備、活性化

　港湾行政におけるインフラ整備は、地域経済を引っ張
る重要な役割を果たしていることは間違いありません
が、九州に着任して、トカラ列島における地震対応を経験
し、離島への支援にもう少し光を当てる必要があるので
はないか、という思いが強くなっています。離島に住む
人々の「ベーシック・ヒューマン・ニーズ（基本的な生活必
需）」として交通手段をしっかり整えることは極めて重要
です。最近、奄美大島、対馬へ出張しましたが、離島の首長
さんたちと話をしても、港湾整備へのニーズは高く、期待
は非常に大きいと感じました。離島における地域の活性
化として先に述べたようにコロナ禍以降、多くのクルー
ズ船が離島に来訪するようになってきました。離島の魅
力発信や観光振興につなげてほしいと思います。

Q九州の建設業界へ要望やメッセージ
　建設業界は、地域社会の守り手として欠かせない存在

です。今後も地域の安全と発展を支えていくためには、技
術力のある優れた人材の育成が急務となっています。特
に海上工事に必要な作業船の維持・運用や潜水士による
作業などは、高度な専門技術と知識を身に着ける必要が
あります。こうした建設業を持続可能な産業としてこれ
からもその役割を果たしてもらうために、建設業に関わ
る諸課題に連携して取り組んで参ります。
　工事の実施にあたっては、安全であることが一番大切
です。管理技術者のマネジメント能力が現場の安全性を
大きく左右すると考えています。下請企業も含めて密接
なコミュニケーションを図り、事故につながる前の小さ
な「ヒヤリ・ハット」段階から危険の芽を摘み取る取り組
みが欠かせません。事故が起きてから再発防止を講じる
だけでなく、そもそも事故を起こさないための具体的な
方策をぜひ現場に根付かせていただくことを期待してい
ます。また、建設業界として持続的な発展を目指すために
は、適正な利潤の確保が基本となります。健全な経営基盤
のもとで収益を積み上げることが、ひいては将来を担う
人材の確保と育成、高品質な施工につながります。

Q健康法、趣味について
　健康を維持するため、毎日の食事は自分に合った方法で
無理なく続けることを心がけてきました。もちろん、食事だ
けに意識を向けるのではなく、運動も積極的に取り入れて
います。長年続けているテニスは、心身をリフレッシュさせ
てくれる大切な趣味です。転勤先でも必ずテニススクール
に通い、ボールを打つ爽快感やラリーの手応えを味わうこ
とで日々のストレス発散にもつなげています。こうした習慣
のおかげで、次の日に向けての活力も湧いてきます。
　また、自宅では犬の散歩や庭の手入れも軽い運動になっ
ていました。現在は官舎に住んでいるので、土いじりには限
られていますが、こっそり花の種や球根を植えるなど、でき
る範囲で楽しみたいと思っています。

酒井浩二氏

国土交通省　九州地方整備局　
副局長
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▲鹿児島港臨港道路整備（鴨池中央港区線）
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し、離島への支援にもう少し光を当てる必要があるので
はないか、という思いが強くなっています。離島に住む
人々の「ベーシック・ヒューマン・ニーズ（基本的な生活必
需）」として交通手段をしっかり整えることは極めて重要
です。最近、奄美大島、対馬へ出張しましたが、離島の首長
さんたちと話をしても、港湾整備へのニーズは高く、期待
は非常に大きいと感じました。離島における地域の活性
化として先に述べたようにコロナ禍以降、多くのクルー
ズ船が離島に来訪するようになってきました。離島の魅
力発信や観光振興につなげてほしいと思います。

Q九州の建設業界へ要望やメッセージ
　建設業界は、地域社会の守り手として欠かせない存在

です。今後も地域の安全と発展を支えていくためには、技
術力のある優れた人材の育成が急務となっています。特
に海上工事に必要な作業船の維持・運用や潜水士による
作業などは、高度な専門技術と知識を身に着ける必要が
あります。こうした建設業を持続可能な産業としてこれ
からもその役割を果たしてもらうために、建設業に関わ
る諸課題に連携して取り組んで参ります。
　工事の実施にあたっては、安全であることが一番大切
です。管理技術者のマネジメント能力が現場の安全性を
大きく左右すると考えています。下請企業も含めて密接
なコミュニケーションを図り、事故につながる前の小さ
な「ヒヤリ・ハット」段階から危険の芽を摘み取る取り組
みが欠かせません。事故が起きてから再発防止を講じる
だけでなく、そもそも事故を起こさないための具体的な
方策をぜひ現場に根付かせていただくことを期待してい
ます。また、建設業界として持続的な発展を目指すために
は、適正な利潤の確保が基本となります。健全な経営基盤
のもとで収益を積み上げることが、ひいては将来を担う
人材の確保と育成、高品質な施工につながります。

Q健康法、趣味について
　健康を維持するため、毎日の食事は自分に合った方法で
無理なく続けることを心がけてきました。もちろん、食事だ
けに意識を向けるのではなく、運動も積極的に取り入れて
います。長年続けているテニスは、心身をリフレッシュさせ
てくれる大切な趣味です。転勤先でも必ずテニススクール
に通い、ボールを打つ爽快感やラリーの手応えを味わうこ
とで日々のストレス発散にもつなげています。こうした習慣
のおかげで、次の日に向けての活力も湧いてきます。
　また、自宅では犬の散歩や庭の手入れも軽い運動になっ
ていました。現在は官舎に住んでいるので、土いじりには限
られていますが、こっそり花の種や球根を植えるなど、でき
る範囲で楽しみたいと思っています。

▲下関港海岸　護岸整備区間の越波防止効果
　（H24年台風16号発生時）

未整備区間未整備区間
整備区間整備区間

港湾と道路の連携による地域経済の活性化（大分港）
 大分港大在地区・大在西地区は、東九州自動車道の「大分宮河内ＩＣ」と約8kmで接続しており、中九州横

断道路が接続されると港と道路が連携した広域物流ネットワークが構築され、物流基幹拠点として更なる
活性化が期待されている。

※

大分港大在地区・大在西地区は、東九州自動車道の「大分宮河内IC」と約8ｋｍで接続
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が構築され、物流基幹拠点として更なる活性化が期待されている。

港湾と道路の連携による
地域経済の活性化
（大分港）



Q副局長就任にあたっての抱負
　今回で三度目の九州赴任となります。最初は平成9年に下関調査
設計事務所の技術開発課長として、次いで平成23年には博多港湾・
空港整備事務所長として当地で勤務いたしました。これまで多くの皆
さまと関わりながら地域の発展に努めてきた経験を、引き続き本地
域に活かしていきたいと考えています。
　九州は、その地域特性からフェリーやRORO船への期待が高く、コ
ンテナ貨物も堅調に推移するなど、物流の要所として非常に重要な
役割を担っています。加えて、多くの民間企業が生産拠点を構え、地
域経済を支えています。一方で、地震や台風などの自然災害のリスク
も大きく、また半島や離島といった地理的条件もあり、暮らしや産業
を守る社会資本整備への要請は年々高まっています。今後も九州地
方整備局が、こうした地域の幅広い期待と課題にしっかり応え続けら
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組みを実施しています。例えば、トカラ列島地震など地震発
生時には速やかに支援活動の対応を行っており、線状降水
帯などによる豪雨災害についても、有明海をはじめとする
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より、地域の安全・安心を守り、災害に強い社会づくりを目
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　また、気候変動
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の港湾施設につ
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　健康を維持するため、毎日の食事は自分に合った方法で
無理なく続けることを心がけてきました。もちろん、食事だ
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ていました。現在は官舎に住んでいるので、土いじりには限
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▲北九州空港

▲下関港（新港地区）長洲出島旅客船寄港状況

伊延港（1回）伊延港（1回）

西之表港（3回）西之表港（3回）

宮之浦港（19回）宮之浦港（19回） 古仁屋漁港（4回）古仁屋漁港（4回）

名瀬港（11回）名瀬港（11回）

油津港（9回）油津港（9回）

宮崎港（2回）宮崎港（2回）

細島港（9回）細島港（9回）

佐伯港（1回）佐伯港（1回）

別府港（28回）別府港（28回）

博多港
（204回）
博多港
（204回）

中津港（1回）中津港（1回）

八代港（32回）八代港（32回）

佐世保港（72回）佐世保港（72回）青方港（2回）青方港（2回）

長崎港（160回）長崎港（160回）

牛深港（1回）牛深港（1回）

唐津港（5回）唐津港（5回）
郷ノ浦港（1回）郷ノ浦港（1回）

厳原港（1回）厳原港（1回）

北九州港（12回）北九州港（12回）
下関港（16回）下関港（16回）

鹿児島港（105回）鹿児島港（105回）

松島港（3回）松島港（3回）

里港（上甑島）3回里港（上甑島）3回

長浜港（下甑島）（1回）長浜港（下甑島）（1回）
中甑漁港（上甑島）（1回）中甑漁港（上甑島）（1回）
藺牟田漁港（下甑島）（2回）藺牟田漁港（下甑島）（2回）

福江港（4回）福江港（4回）

勝本港（1回）勝本港（1回）

竹敷港（1回）竹敷港（1回）
仁位港（1回）仁位港（1回）

﨑津漁港（3回）﨑津漁港（3回）

港湾（喜界島）
（1回）

港湾（喜界島）
（1回）

外国船社　コロナ後に初寄港
13港※赤文字

コロナ前は寄港無し

カジュアル
3～7泊が中心
1泊：＄100～

プレミアム
7泊以上が中心
1泊：＄200～

ラグジュアリー
10泊以上が中心
1泊：＄400～

外国船社のクルーズ船　クラス別の寄港数外国船社のクルーズ船　クラス別の寄港数

九州管内におけるクルーズ船の寄港回数、寄港港湾数九州管内におけるクルーズ船の寄港回数、寄港港湾数
九州管内におけるクルーズ船の寄港回数（2024年速報値）九州管内におけるクルーズ船の寄港回数（2024年速報値）

コロナ前には中国人大体客をターゲットにした大規模カジュアルクラス客船が多数寄港してお
り、高い消費行動を展開していた。しかし、コロナ後は、これまで寄港していなかった港への新たな
寄港が増えており、比較的小型のプレミアム・ラグジュアリー船による地方寄港が進んでいる。そ
れにより地域経済への波及が九州各地に広がりつつある。

●100回以上
●50回以上～100回未満
●30回以上～50回未満

●10回以上～30回未満
●5回以上～10回未満
○5回未満

凡例凡例

九州管内の
クルーズ船の寄港状況
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さまと関わりながら地域の発展に努めてきた経験を、引き続き本地
域に活かしていきたいと考えています。
　九州は、その地域特性からフェリーやRORO船への期待が高く、コ
ンテナ貨物も堅調に推移するなど、物流の要所として非常に重要な
役割を担っています。加えて、多くの民間企業が生産拠点を構え、地
域経済を支えています。一方で、地震や台風などの自然災害のリスク
も大きく、また半島や離島といった地理的条件もあり、暮らしや産業
を守る社会資本整備への要請は年々高まっています。今後も九州地
方整備局が、こうした地域の幅広い期待と課題にしっかり応え続けら
れるよう、組織運営や人材育成に一層力を入れて取り組んでまいり
たいと考えております。

Q過去の赴任先で思い出深い仕事や出来事
　赴任先での思い出は数々ありますが、下関調査設計事務所の技
術開発課長として奔走していたことを思い出します。北九州港の若
戸トンネルの耐震設計をはじめ、九州管内にある海上橋梁の耐震補
強設計、さらには熊本港や三池港を含む各港湾で航路埋没対策に
従事しました。これらは、地域の安全・安心の確保や港湾機能の強化
に大きく貢献する仕事でした。
　その後、博多港湾・空港整備事務所長として赴任したときは、博多
港ターミナルの整備事業に携わりました。そこでは、浚渫土砂の処分
場所として深掘り箇所の埋め戻しを実施するなど、海域環境へ配慮

した港湾整備を行いました。三池港航路の整備では、世界
遺産対応も含めた調整を経験しました。さらに、福岡空港国
内線ターミナルやエプロンの拡張事業にも関わり、これは2
本目の滑走路整備の端緒となる重要なプロジェクトだった
ことを記憶しています。加えて、九州北部豪雨災害（平成24
年）の際に、有明海での流木撤去工事にも従事し、災害対応
に駆け回ったのも、今では懐かしい思い出です。

Q自然災害に対して強靱化に係る取組、  
　安全・安心の確保に向けて
　九州地方の地理的特性から、南海地震等への地震対応、
頻発する台風や豪雨被害に対応するため、さまざまな取り
組みを実施しています。例えば、トカラ列島地震など地震発
生時には速やかに支援活動の対応を行っており、線状降水
帯などによる豪雨災害についても、有明海をはじめとする
地域で発生する漂流ゴミの対策を強化しています。
　能登半島地震の教訓も踏まえ、南海トラフ地震などの大
規模地震に備え防災ネットワークや広域港湾事業継続計画
（BCP）の策定などを通じて、港湾機能の維持や早期復旧に
向けた備えを強化しています。このようにさまざまな対策に
より、地域の安全・安心を守り、災害に強い社会づくりを目
指しています。

　また、気候変動
による潮位や波高
の変化を想定し、
既存の防波堤等
の港湾施設につ
いて技術的な検
討も始めていま
す。港湾は公共施
設だけでなく民間
施設も存在します。港湾全体としては十分な対応にはなりま
せん。そのため港湾法の改正を受け、地域や関係者と連携
して取り組む「協働防護」にも尽力しています。

Q地域経済の活性化、港湾・空港の  
　ネットワーク機能強化等について
　地域経済の活性化に向けて、臨海部等への企業進出な
ど産業界の動きに応じ、フェリー・RORO船など内陸輸送業
者の円滑な物流を支える港湾整備を進めています。港湾整
備のみならず整備効果を発揮するには、港湾と道路との連
携も重要です。大分港では、直轄による岸壁整備に合わせ
て、大分県ではRORO船のシャーシ置き場を集約しゲート管
理を高度化し受付時におきて駐車位置の指示を自動化し

ました。内陸の道路における早期の整備も期待されます。九
州という地域特性からRORO船対応の港湾整備のニーズは
高く、大分港だけでなく、細島港、北九州港等でも進めてい
ます。トラックドライバー不足、働き方改革、環境対策を進め
るために、海上輸送、港湾における利便性向上、道路との連
携が重要です。サプライチェーンの効率化、強靱化を通じて
地域経済の活性化に貢献していきたいと思います。
また、福岡空港および北九州空港に関しても空港機能の強
化を通じ、地域経済の活性化に寄与していきます。

Qクルーズ船観光の変化と地域活性化
　クルーズによる地域の活性化にも力を入れておりま
す。長崎港松ヶ枝埠頭の整備事業は、16万トン級の大型

クルーズ船が2隻同時接岸できるよう岸壁を2バース化、
令和5年にクルーズ岸壁が完成した下関港では、MSCベ
リッシマの初寄港を歓迎する式典も開催しました。地域
が持つノウハウを相互に共有することで、各地のクルー
ズ対応力を高めています。　
　コロナ禍以降、クルーズ船の寄港動向にも変化があり、
カジュアルクラスに加え一部ラグジュアリークラスの寄
港も増加し、離島などこれまで寄港実績のなかった港へ
の訪問も進んでいます。クルーズ観光において個人志向・
高付加価値志向が進むなどマーケットも大きく変わって

きています。小さな港にもテンダーボート（小型船）を
使ってクルーズ客が上陸するケースもあり、今まで来な
かった場所にも新しい動きが見られます。こうした現状
を踏まえ、今後もクルーズ船の来訪をきっかけにした地
域活性化へ注力していきたいと考えています。

Qみなとまちづくりを通じた地域の賑わいづくり
　クルーズ振興のみならず、地域の方々とはみなとまち
づくりなど、地域の賑わいづくりにも一緒に取り組んで
います。港湾法改正による「みなと緑地PPP」の推進によ
り、下関港や北九州港をはじめとする港湾エリアの活用
が進んでいます。今年4月にみなとオアシスの交付式を
行った「みなとオアシスいぶすき」は、指宿港海岸などで、
港を核とした地域交流や観光振興を促進し市民や観光客
で賑わいを見せています。

Q離島における港湾整備、活性化

　港湾行政におけるインフラ整備は、地域経済を引っ張
る重要な役割を果たしていることは間違いありません
が、九州に着任して、トカラ列島における地震対応を経験
し、離島への支援にもう少し光を当てる必要があるので
はないか、という思いが強くなっています。離島に住む
人々の「ベーシック・ヒューマン・ニーズ（基本的な生活必
需）」として交通手段をしっかり整えることは極めて重要
です。最近、奄美大島、対馬へ出張しましたが、離島の首長
さんたちと話をしても、港湾整備へのニーズは高く、期待
は非常に大きいと感じました。離島における地域の活性
化として先に述べたようにコロナ禍以降、多くのクルー
ズ船が離島に来訪するようになってきました。離島の魅
力発信や観光振興につなげてほしいと思います。

Q九州の建設業界へ要望やメッセージ
　建設業界は、地域社会の守り手として欠かせない存在

です。今後も地域の安全と発展を支えていくためには、技
術力のある優れた人材の育成が急務となっています。特
に海上工事に必要な作業船の維持・運用や潜水士による
作業などは、高度な専門技術と知識を身に着ける必要が
あります。こうした建設業を持続可能な産業としてこれ
からもその役割を果たしてもらうために、建設業に関わ
る諸課題に連携して取り組んで参ります。
　工事の実施にあたっては、安全であることが一番大切
です。管理技術者のマネジメント能力が現場の安全性を
大きく左右すると考えています。下請企業も含めて密接
なコミュニケーションを図り、事故につながる前の小さ
な「ヒヤリ・ハット」段階から危険の芽を摘み取る取り組
みが欠かせません。事故が起きてから再発防止を講じる
だけでなく、そもそも事故を起こさないための具体的な
方策をぜひ現場に根付かせていただくことを期待してい
ます。また、建設業界として持続的な発展を目指すために
は、適正な利潤の確保が基本となります。健全な経営基盤
のもとで収益を積み上げることが、ひいては将来を担う
人材の確保と育成、高品質な施工につながります。

Q健康法、趣味について
　健康を維持するため、毎日の食事は自分に合った方法で
無理なく続けることを心がけてきました。もちろん、食事だ
けに意識を向けるのではなく、運動も積極的に取り入れて
います。長年続けているテニスは、心身をリフレッシュさせ
てくれる大切な趣味です。転勤先でも必ずテニススクール
に通い、ボールを打つ爽快感やラリーの手応えを味わうこ
とで日々のストレス発散にもつなげています。こうした習慣
のおかげで、次の日に向けての活力も湧いてきます。
　また、自宅では犬の散歩や庭の手入れも軽い運動になっ
ていました。現在は官舎に住んでいるので、土いじりには限
られていますが、こっそり花の種や球根を植えるなど、でき
る範囲で楽しみたいと思っています。

▲写真提供：九州地方整備局

▲奄美大島名瀬港におけるにぎわいの様子

プロフィール

東京都出身　58歳
H4年4月 運輸省（現国土交通省）入省
  港湾技術研究所計画設計基準部
  システム研究室 研究官
H9年9月 運輸省第四港湾建設局 下関調査設計事務所
  技術開発課 課長
H11年5月　外務省経済協力局有償資金協力課 外務事務官 

H23年8月 九州地方整備局 博多港湾・空港整備事務所 所長
R2年2月 鉄道局安全監理官
R3年4月 公益社団法人日本港湾協会港湾政策研究所 所長代理
R6年10月 国土技術政策総合研究所管理調整部 部長
R7年7月 現職


